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富田 庸介，?大谷 敏幸，?吉田 貴明 ?

































陽性,Synaptophysin陽性,Olig 2陰性,MIB-1 LI 13.5％
という結果から, atypical EVNと診断された. atypical
 
EVNの治療法として GTRが予後決定因子に重要とさ
れ, GTR後の放射線治療や化学療法を推奨する文献は
ない.我々の症例は GTRできたが,今後の再発に備える
べく厳重な経過観察が必要である.
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